
 

  

  

 

文化発表会が近づいています 
 

キンモクセイの香りが校舎の中まで広がり、秋の気配を少しずつ感じる季節に

なりました。昼間はまだ汗ばむ日もあり、体調管理が難しい日が続いています。 

本校では、文化発表会への取組が本格化しています。合唱コンクールに向けた

放課後の歌練習も始まりました。 

毎年、この時期になると「のどが痛い」「頭が痛い」「咳が出る」などの、症状を訴

える人が増えます。合唱練習でのどをよく使うようになり、そこに乾燥した空気

が後押しをするせいかもしれません。合唱練習前後のうがいをオススメします。 

また、こまめに水分を取ってのどを潤すことや換気も大切です。 

年に１度の文化発表会を全力で取り組み、全力で楽しむためにセルフ体調管理

をしていきましょう。 

 

 

西台中 保健だより 
令和６年１０月２１日 

    保健室  



 

最近、保健室で・・・（パート２） 
 

ある日の昼休み、指から血を流した生徒が来室しました。 

「どうしたの？」と聞くと「なんか知らないけど、遊んでたら血が出た」とのこと。 

詳しく聞くと、どうやら一緒に遊んでいた友達の、指の爪が当たって切れたようでした。 

 

爪には雑菌が多く潜んでいます。石けんで手洗いしても、伸びた爪の奥

に挟まった雑菌までは洗い流せません。 

短く切っておくことで、雑菌の巣を作らないことができます。 

個人差はありますが、爪は１日で約 0.1mm、１ヶ月で３～４mmは伸び

ます。手のひら側から見て、はみ出していたら切ることを心がけましょう。 

 

毎月、保健委員会では衛生検査を実施し、清潔チェックをしています。ほ

ぼ同じ人が毎回、爪が伸びていると報告を受けています。心がけ一つで、

爪が当たってケガをする人がゼロになるかもしれません。ご協力をお願いします。 


